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【研究・技術紹介】 

「高分子」「微粒子」「液晶」をキーワードに高分子構造材料の機能化をテーマにしており、現在は機能性

精密高分子微粒子を中心に研究しています。精密な高分子微粒子は高度な医療やデバイスに利用される

先進材料です。微粒子本体を構成する物質や微粒子表面の機能に着目して、熱や光などの外部刺激によっ

て形や凝集挙動を変える高分子微粒子の開発と、高分子微粒子のより高度な展開を目指しています。 

 

テーマ１：表面構造の明確な機能性高分子微粒子の一段合成と制御 

分散重合法を用いると、高分子からなる 1 µm 程度の均質な微粒子を精密合成で

きることが知られています（図 1）。高分子微粒子の比表面積は大きいため、微粒

子の高度な利用のためには表面機能を定量的に制御することが必要ですが、微粒

子本体に対する表面の組成は無視しうるくらいに小さく、検討を困難にしていま

した。本研究では、定量可能な表面修飾剤を精密合成することで微粒子表面の官

能基の簡便な測定に成功し、微粒子表面の形成メカニズムを学術的に議論してき

ました。さらに、微粒子表面の機能化を指向して、刺激応答性や反応性官能基な

ど多様な機能をもつ生体関連高分子で表面を定量的に修飾し、pH 応答や光機能

を微粒子に付与することにも成功してきました（図 2）。 

本手法では、高分子微粒子の母体の機能は損なわずに、その表面だけを修飾する

ことが可能です。高分子微粒子に限らず、高分子ナノ材料の表面構造を制御でき

れば、比表面積の大きな場を活用した新たな材料や技術の開発につなげることが

できます。 
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特許・論文：たとえば Polymer 2022, 256, 125265 

社会実装について（どのような実用化につながる研究・技術であるか）：医用材料・デバイス・センシン

グ・イオン吸着など 

【研究者から一言】 

分子設計、合成、構造解析や物性測定まで行うのが私の研究スタイルです。幅広く多角的に物事を見るよ

う心がけています。また、大学では高分子に関する講義・実験科目はもちろん、理科系の学生に対するレ

ポートの書き方の授業プログラムを設計し、さらに技術英語の講義も担当しています。 

 

 
図 1. 高分子微粒子の電子顕微鏡像 

 

 
図 2. pH に応答して蛍光強度が上昇す

る微粒子分散水溶液 


